
宮脇綾子《はりえ日記》について②

－第4巻から第6巻まで－

西崎紀衣

本稿では『豊田市美術館紀要』No．10（2018年）に引き続き、創作アプリケ作家・宮脇綾子

（1905－1995年）の《はりえ日記〉（1972－90年、70冊）の第4巻から第6巻までの記載を起

こしたものと、各該当頁の画像とを併せて掲載する。

約20年の間ほぼ毎日綴られ、貼り競けられた鮎よりえ日記粉は、宮脇綾子のライフワークと

もいえる作品である。豊田市美術館では、2017年度の博物館実習の一環として鮎よりえ日

記》の第1巻から第6巻までを文字に起こす作業を行った。6名の実習生類がそれぞれ1巻ず

つを担当し、作家と作品および取り扱い方を事前の授業で学び、筆者を含む学芸員立会い

の下、作業にあたった。記載がくずし字であり、学生たちには不慣れな旧仮名遣いや旧字体、

異字体が含まれるため、1冊全てを起こし終えることは目標とせず、定められた時間内で行

いうる範囲とした。本稿掲載の日記各巻は、学生が文字に起こした資料を校正し、学生が

着手にいたらなかった後半については筆者が作業を行い、作業の終了後に、作家ご遺族に

内容を確認いただいた。ご遺族との連絡、補足説明の聞き取りや記載内容の修正等は成瀬

美幸が行った。

本稿で掲載する日記は下記の通りである。

はりえ日記　4巻：1973（昭和48）年7月13日一　9月　4日、45頁

はりえ日記　5巻：1973（昭和48）年9月　5日－10月20日、43頁

はりえ日記　6巻：1973（昭和48）年10月20日－12月　2日、43頁

《はりえ日記〉第1巻から第3巻までの書き起こしについては、『豊田市美術館寵要言No．10

（2018年）を参照されたい。

昨年度にひき続き、宮脇美保子氏、山川由美氏、嶋地奈美氏には多大なるご厚情を賜りま

した。あらためて高、よりお礼申し上げます。

※2017年度豊田市美術館博物館実習生：井関千絵、岡本亜李、谷崎壮大朗、長鼓有紗、長田詩織、山際妙子

（五十音順）

凡例

・本文中の旧仮名遣い、旧字体、異字体、踊り字は原則として原文のままとした。

・本文中のカッコ等の記号は、原則として原文のままとした。

・レイアウト上の縄かな改行は再〒にまとめた。

・文章未の日付やサインは、行の下癒えとした。

・人名については註釈で籠説しているが、一都弱杏が行き届かなかったものがある。
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①轍長嘆個K卦蕊澄○撤栄一〆紬瞳鉄′キ六本へローK遠僕p最小よ巾o

卜型堅強、惟叶○如璧蟻p昭二匿蟻梯肘せこ漣⊃’製小樽寄主艮o

∞「甘凱く噛牝馬回虫山伏嚢嘩」（綱琵：－①卜の廿00円一一Ⅲ一一分Ⅲ000Ⅲ’相野：砧講囲歯型蜜攫）○

①印瞳lK孤e騰o噌駄l＋継巾e蛮長山〇

一〇低韓国歯型繋留0

－一口iu哲学垂心攫〉帳詩e腫義旗窪田世0

－N（韮）甘喜田七納ま哩○憧宗佐鮪∃凶忠治の堅無毒批e町議咽o虞i吐皆筆elPe博せ亀虫愈」こぼ紳邸′∩トJ＿∪垂心

「愈謁哩（∬主導肌青年）」刃営程よ的。

－op配置喋井田lEモ！㊥ミニlJせ媒）小拭け、ebUfヽo

一寸牧園囁型糸噴（－∞①∞－1－のOp①）e捜〇

一m尉長嘆i何lEO

←①彗叫喚爬∃拾い噂Ⅲ拒食青嶋藩恒o坦咽寝せ野山伽三票二eNモ蛙p竪主よの0

－卜郎璽IKl舶elH田R’iiiく貰球e蟹ild・〇

一∞襲e何妹1回蛸壷小田唯⊃ト二葉晴山‥隅櫓ⅢOr攫e調」∃演もミート0

－の些心境貴誌轟く四嫌白や〈田疎o

oJC）鮭q⊃博維璧O

N一堂卸厚顔帥腿≡把せ蛤の何璧取捌e毒棲e地erJ－UO

N（u何曜増鼎e噌塙’Jii－く患：曝Q標目叶o

NoDⅢ諒桜e毒薄O

N寸咄lO咽恒樽型e謙抑隠○璽Ⅲ対義H捕蟻票腰碓郎o

Nu●一訓告e結遊佐悩逆略謹捌く悼蜜：－①寸〔0－の∞N）o

N①「入手nxへiトヽ哩：惑ギ違憲e山国」（飾雲‥－①卜い，甘COⅢ一皿一一一匹NmⅢ’倣蜜：哩他的乾せ憶妻と捕獲弐蜜（蕾

l蛍唾喋個猟連接））o

N十一甘囲哩唖e卜へ小五棄e現抹ol嘉鯨抑寄居一対埜堤標緯（ぐ且樽塾鯵）o
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